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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

女
性
と
い
う
だ
け
で
仕
事
上
の
不
利
益
を
（
ア
）
被
る
。
こ
ん
な
（
Ａ
）
理
不
尽
な
現
状
の
是
正
に
つ
な
げ
た
い
。 

 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
に
米
国
の
研
究
者
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
男
女
の
賃
金
格
差
を
生
ん
で
い
る
構
造
的
な 

①
ヨ
ウ
イ
ン
を
解
き
明
か
し
た
。 

 

世
界
で
高
ま
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
機
運
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
女
性
の
単
独
受
賞
は
初
め
て
だ
。 

 

以
前
は
経
済
が
成
長
す
れ
ば
女
性
の
就
業
率
も
高
ま
り
、
格
差
は
縮
小
す
る
と
の
学
説
が
一
般
的
だ
っ
た
。
だ
が
米
国
の
過
去
２
０
０
年
の
統
計
を
精
査
し
、

そ
う
し
た
単
純
な
見
方
を
②
ク
ツ
ガ
エ
し
た
。 

 

明
ら
か
に
し
た
の
は
、
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
出
産
後
に
女
性
の
賃
金
が
減
る
現
象
だ
。 

 

経
済
成
長
に
伴
い
、
男
女
が
同
じ
教
育
を
受
け
て
同
じ
職
業
に
（
イ
）
就
け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
賃
金
に
差
が
生
じ
る
。
女
性
は

育
児
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
機
会
が
減
る
一
方
、
長
時
間
働
け
る
男
性
は
③
ユ
ウ
グ
ウ
さ
れ
る
。
問
題
は
先
進
国
に
共
通
す
る
こ
と
を
突
き

止
め
た
。 

 

今
回
の
受
賞
決
定
は
格
差
の
大
き
い
日
本
へ
の
④
ケ
イ
シ
ョ
ウ
だ
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
査
で
は
、
女
性
の
賃
金
は
男
性
の
78
％
に
と

ど
ま
り
、
45
カ
国
・
地
域
で
下
か
ら
４
番
目
だ
。 

 

女
性
の
就
業
率
は
７
割
超
と
米
国
な
ど
を
上
回
る
。
だ
が
企
業
が
人
手
不
足
を
補
う
た
め
に
採
用
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
補
助
的
な
業
務
が
多
い
。
雇
用

も
不
安
定
な
非
正
規
労
働
が
５
割
を
超
え
、
正
社
員
で
も
管
理
職
は
少
な
い
。 

 

働
く
女
性
が
増
え
て
も
低
賃
金
の
ま
ま
な
ら
、
男
女
平
等
と
は
到
底
言
え
な
い
。
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
さ
ん
は
受
賞
発
表
後
の
記
者
会
見
で
日
本
に
つ
い
て
「
女

性
を
労
働
力
と
し
て
働
か
せ
る
だ
け
で
は
解
決
に
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。 

 

日
本
で
は
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
が
根
強
い
。
残
業
を
評
価
す
る
（
Ｂ
）
風
潮
も
残
る
。
女
性
に
不
利
な
環
境
を
（
ウ
）
抜
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 
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企
業
は
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
働
き
や
す
い
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
女
性
の
正
社
員
化
や
管
理
職
登
用
も
急
務
だ
。
男
性
に
育
児
休
業
取
得
を
促

す
仕
組
み
の
拡
充
も
求
め
ら
れ
る
。 

 

岸
田
文
雄
首
相
は
看
板
政
策
に
掲
げ
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
中
核
に
女
性
の
経
済
的
自
立
を
位
置
付
け
て
い
る
。
賃
金
格
差
の
開
示
を
企
業
に
義
務
づ

け
た
が
、
不
十
分
だ
。
男
女
平
等
の
達
成
に
向
け
、
⑤
ジ
ッ
コ
ウ
性
の
あ
る
政
策
を
さ
ら
に
講
じ
る
べ
き
だ
。 

（
〈
社
説
〉
「
賃
金
格
差
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
、
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
四
日
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

ヨ
ウ
イ
ン 

 
 

② 
ク
ツ
ガ
エ
（
し
た
） 

 
 

③ 

ユ
ウ
グ
ウ 

 
 

④ 

ケ
イ
シ
ョ
ウ 

 
 

⑤ 

ジ
ッ
コ
ウ 

（
ア
） 

被
（
る
） 

 

（
イ
） 

就
（
け
る
） 

 
 

 

（
ウ
） 

抜
本
的 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  
 

（
Ａ
） 

理
不
尽 

 
 

（
Ｂ
） 

風
潮 

 

設
問
三 

本
文
を
も
と
に
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
氏
の
業
績
に
つ
い
て
ま
と
め
た
以
下
の
文
章
の
う
ち
、
空
欄
（
１
）
・
（
２
）
に
は
本
文
か
ら
指
定
さ
れ
た
字
数
を
抜 

き
出
し
、（
３
）
・
（
４
）
に
は
適
切
に
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。
な
お
抜
き
出
す
際
は
句
読
点
も
一
字
と
数
え
る
。
ま
た
（
３
）・（
４
）
は
順
序
を
問
わ
な 

い
。 
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ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
氏
の
研
究
業
績
に
つ
い
て 

 
 

 
 

調
査
対
象
…
…
米
国
の
過
去
２
０
０
年
の
統
計 

 
 

 
 

 
 

↓ 

精
査
の
結
果 

「 
 

 
 

 
 

（
１
）

２６
字 

 
 

 
 

 
 

」
と
い
う
単
純
な
見
方
は
間
違
っ
て
い
る
と
判
明 

さ
ら
に
「 

 
 

（
２
）

１４
字 

 
 

 

」
を
解
明 

 
 

 
 

 
 

↓ 

す
な
わ
ち
、
女
性
の
方
が
…
… 

＊ 

育
児
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
が
ち 

 
 

 
 

 

＊ 
 

 
 

（
３
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 
 

 
 

（
４
） 

 
 

 
 

 
 

 

設
問
四 

日
本
の
場
合
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
本
文
を
も
と
に
ま
と
め
た
以
下
の
文
章
の
空
欄
ａ
～
ｄ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
数
字
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

 
 

 
 

日
本
に
お
け
る
女
性
の
賃
金
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
男
性
の 

ａ 

割
弱
で
あ
り
、
こ
れ
は
45
カ
国
・
地
域
の
中
で 

ｂ 

位
で
あ 

 
 

る
。
就
業
率
自
体
は
米
国
な
ど
よ
り
多
く 

ｃ 

割
を
超
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
補
助
的
な
業
務
が
多
い
こ
と
、 

ｄ 

割
超
の
雇
用
形
態
は
非 

正
規
労
働
で
あ
る
こ
と
、
正
社
員
で
も
管
理
職
が
少
な
い
こ
と
な
ど
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
リ
ー
ド
文
と
は
、
新
聞
記
事
で
本
文
に
入
る
前
の
、
概
略
紹
介
の
文
章
で
あ
る
。 

 

（
リ
ー
ド
文
）
人
生
の
約
３
分
の
１
は
睡
眠
に
費
や
さ
れ
る
。
睡
眠
や
覚
醒
（
目
覚
め
）
に
関
す
る
研
究
は
進
ん
で
い
る
が
、「
な
ぜ
眠
く
な
る
の
か
」
と
い
う

根
源
的
な
疑
問
は
解
決
し
て
い
な
い
。
睡
眠
研
究
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
筑
波
大
国
際
統
合
睡
眠
医
科
学
研
究
機
構
長
の
柳
沢
正
史
教
授
（
神
経
科
学
）（
63
）

の
成
果
か
ら
、
睡
眠
研
究
の
（
Ａ
）
最
前
線
を
探
っ
た
。 

  

柳
沢
氏
は
１
９
９
８
年
、
睡
眠
と
覚
醒
を
調
整
す
る
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
「
オ
レ
キ
シ
ン
」
を
発
見
し
た
。
オ
レ
キ
シ
ン
が
①
ケ
ツ
ボ
ウ
す
る
と
、
強
い

眠
気
に
襲
わ
れ
る
病
気
「
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
」
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
突
き
止
め
、
昨
年
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
賞
（
生
命
科
学
部
門
）
に
選
ば
れ
た
。
同
賞
は
、

山
中
伸
弥
・
京
都
大
教
授
や
大
隅
良
典
・
東
京
工
業
大
栄
誉
教
授
ら
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
も
受
賞
し
て
い
る
。 

 

オ
レ
キ
シ
ン
の
発
見
は
、
偶
然
だ
っ
た
と
い
う
。
米
テ
キ
サ
ス
大
教
授
時
代
、
同
僚
と
一
緒
に
、
動
物
の
脳
の
（
ア
）
抽
出
物
か
ら
未
知
の
物
質
を
見
つ
け

た
。
食
欲
に
関
係
す
る
視
床
下
部
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
柳
沢
氏
ら
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
食
欲
」
を
意
味
す
る
オ
レ
キ
シ
ン
と
名
付
け
た
。 

 

さ
っ
そ
く
遺
伝
子
②
ソ
ウ
サ
で
オ
レ
キ
シ
ン
を
作
れ
な
く
し
た
マ
ウ
ス
の
行
動
を
観
察
し
て
み
た
。
し
か
し
、
食
べ
る
量
は
わ
ず
か
に
減
っ
た
が
、
体
重
は

増
え
気
味
だ
っ
た
。 

 

一
方
で
、
予
想
外
の
変
化
が
起
き
た
。
元
気
に
活
動
し
て
い
た
マ
ウ
ス
が
突
然
倒
れ
て
動
か
な
く
な
り
、
数
十
秒
後
に
再
び
目
を
覚
ま
し
た
の
だ
。
原
因
不

明
と
さ
れ
て
い
た
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
に
よ
く
似
た
症
状
だ
っ
た
。
柳
沢
氏
ら
は
、
オ
レ
キ
シ
ン
が
受
容
体
と
呼
ば
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
に
結
合
す
る
と
、
脳
か
ら

覚
醒
を
促
す
よ
う
な
信
号
が
出
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。 

 

ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
の
治
療
薬
は
開
発
中
だ
が
、
オ
レ
キ
シ
ン
と
受
容
体
の
結
合
を
③
サ
マ
タ
げ
る
こ
と
で
、
覚
醒
作
用
を
抑
え
る
睡
眠
薬
は
す
で
に
実
用
化

さ
れ
て
い
る
。 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

オ
レ
キ
シ
ン
の
発
見
以
降
、
睡
眠
研
究
を
本
格
化
さ
せ
た
柳
沢
氏
は
、
睡
眠
に
関
係
す
る
遺
伝
子
や
た
ん
ぱ
く
質
を
探
し
始
め
た
。
ラ
ン
ダ
ム
な
遺
伝
子
変
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異
を
起
こ
す
な
ど
し
た
約
１
万
匹
の
マ
ウ
ス
で
１
匹
ず
つ
脳
波
を
分
析
し
、
睡
眠
異
常
の
あ
る
マ
ウ
ス
に
共
通
し
た
２
種
類
の
原
因
遺
伝
子
を
（
Ｂ
）
特
定
し
、

２
０
１
６
年
に
発
表
し
た
。 

 

さ
ら
に
18
年
に
は
、
原
因
遺
伝
子
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
約
80
種
類
の
た
ん
ぱ
く
質
が
、
眠
気
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
マ
ウ
ス
で
突
き
止
め
た
。
こ

れ
ら
の
た
ん
ぱ
く
質
に
は
、
マ
ウ
ス
の
眠
気
が
高
ま
っ
た
時
に
リ
ン
酸
が
く
っ
つ
く
「
リ
ン
酸
化
」
が
起
き
、
マ
ウ
ス
が
眠
る
と
リ
ン
酸
が
離
れ
た
。 

 

22
年
に
は
、
こ
の
リ
ン
酸
化
が
脳
の
大
脳
皮
質
で
起
き
る
と
「
深
い
眠
り
」
と
な
り
、
視
床
下
部
で
起
き
る
と
「
長
い
眠
り
」
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

睡
眠
の
「
質
」
と
「
量
」
は
脳
の
１
か
所
で
は
な
く
、
別
々
の
部
位
で
（
イ
）
制
御
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。 

＊ 
 

 
 

＊ 
 

 
 

＊ 

 

通
常
、
リ
ン
酸
化
が
起
き
る
と
、
た
ん
ぱ
く
質
は
構
造
が
変
わ
り
、
そ
の
役
割
に
も
変
化
が
起
き
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
リ
ン
酸
化
が
起
き
る
と
眠
く
な
る
の

か
、
睡
眠
の
質
と
量
が
異
な
る
場
所
で
制
御
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

 

柳
沢
氏
は
、
睡
眠
研
究
の
現
状
を
登
山
に
た
と
え
、「
（
樹
木
が
密
生
す
る
上
限
の
）『
森
林
限
界
』
に
も
ま
だ
来
て
い
な
い
」
と
強
調
す
る
。
将
棋
の
藤
井
聡

太
竜
王
が
22
年
に
最
年
少
五
冠
を
達
成
し
た
際
、
自
身
の
現
在
地
は
富
士
山
の
何
合
目
か
と
い
う
質
問
に
答
え
た
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
だ
。 

 

「
動
物
に
と
っ
て
敵
か
ら
襲
わ
れ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
睡
眠
と
い
う
行
為
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
睡
眠
時
間
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
の
か
」
。
睡
眠
の
謎

の
解
明
と
い
う
「
山
頂
」
を
目
指
し
、
柳
沢
氏
ら
の
研
究
は
続
く
。 

＊ 
 

 
 

＊ 
 

 
 

＊ 

 

人
の
生
体
リ
ズ
ム
は
、
脳
の
視
床
下
部
の
「
視し

交
叉
上
核

こ
う
さ
じ
ょ
う
か
く

」
な
ど
に
あ
る
体
内
時
計
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
体
内
時
計
は
、
遺
伝
や
加
齢
、
疾
患
、
ス
ト

レ
ス
、
光
環
境
な
ど
様
々
な
影
響
を
受
け
る
が
、
遺
伝
と
加
齢
が
睡
眠
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。 

 

遺
伝
子
④
ハ
イ
レ
ツ
の
わ
ず
か
な
違
い
が
、「
朝
型
」
や
「
夜
型
」
と
い
っ
た
生
活
パ
タ
ー
ン
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を
示
す
研
究
は
多
い
。
筑
波
大
国
際

統
合
睡
眠
医
科
学
研
究
機
構
の
平
野
有
沙
助
教
（
時
間
生
物
学
）
は
「
早
起
き
の
得
意
、
不
得
意
は
、
遺
伝
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。
必
ず
し

も
怠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。 

 

ま
た
加
齢
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
人
は
20
歳
前
後
で
最
も
夜
型
に
な
り
、
そ
の
後
は
加
齢
と
と
も
に
朝
型
の
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
学
校
の
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⑤
シ
ギ
ョ
ウ
時
間
を
い
つ
も
よ
り
約
１
時
間
遅
ら
せ
る
と
、
生
徒
の
成
績
が
上
が
っ
た
り
、
授
業
中
に
眠
気
を
（
ウ
）
催
す
生
徒
が
減
少
し
た
り
し
た
と
い
う

研
究
成
果
が
あ
る
。
平
野
助
教
は
「
睡
眠
研
究
の
進
展
に
、
社
会
の
側
が
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
」
と
話
す
。 

（
前
村
尚
「
睡
眠
・
覚
醒
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
探
究
」
、
『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
三
年
九
月
一
七
日
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

ケ
ツ
ボ
ウ 

 
 

② 

ソ
ウ
サ 

 
 

③ 

サ
マ
タ
（
げ
る
） 

 
 

④ 

ハ
イ
レ
ツ 

 
 

⑤ 

シ
ギ
ョ
ウ 

（
ア
） 

抽
出 

 

（
イ
） 
制
御 

 

（
ウ
） 

催
（
す
） 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  
 

（
Ａ
） 

最
前
線 

 
 

（
Ｂ
） 

特
定 

 

設
問
三 

本
文
の
記
述
を
も
と
に
、
簡
単
な
表
を
２
つ
作
成
し
て
み
た
。
空
欄
（
１
）
～
（
６
）
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
埋
め
な
さ
い
。 

      

ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー 

健
常
者 

 

オ
レ
キ
シ
ン
（×

） 

＋ 

受
容
体 

 

オ
レ
キ
シ
ン
（
〇
） 

＋ 

受
容
体 

→
（
２
） 

→
（
１
） 
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「
リ
ン
酸
化
」
が
…
… 

       

設
問
四 

睡
眠
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
と
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。
本
文
を
も
と 

 
 

に
、
空
欄
ａ
～
ｃ
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。
な
お
ｂ
と
ｃ
は
順
序
を
問
わ
な
い
。 

 

わ
か
っ
て
き
た
こ
と 

 

・
遺
伝
子
ハ
イ
レ
ツ
の
わ
ず
か
な
違
い
が
生
活
パ
タ
ー
ン
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る 

 

・
加
齢
と
睡
眠
に
つ
い
て
は 

 
 

 
 

 
 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

傾
向
が
あ
る 

 

未
解
明
の
課
題 

 

・ 
 

 
 

 
 

 
 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
な
ぜ
睡
眠
の
質
と
量
が
異
な
る
場
所
で
制
御
さ
れ
て
い
る
の
か 

 

・ 
 

 
 

 
 

 
 
 

ｃ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
睡
眠
時
間
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
の
か 

 
 

 

（
５
） 

 
 

 
（
３
） 

起
き
る
場
所 

 
 

 

（
６
） 

 
 

 

（
４
） 

 

眠
り
方 

「
量
」 

「
質
」 

眠
り
の
～
に
か
か
わ
る 


